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ミノ酸の相同性は前半部の方が、後半部に比べて低
く、前半部の解析の結果、ワクチン株は大きく JP- Ⅰ
(AO-27、GN-58、C78)、JP- Ⅱ ( 宮崎、宮崎 P5、TM-
86w）、Mass 型 (H120、H52、Ma5、北 -1、KU、練馬、
石田、M41、ボーデット 42）の遺伝子グループに分
類された。各遺伝子グループのワクチン株の免疫血清
と JP- Ⅰ , Ⅱ , Ⅲ及びMass グループの野外株を用いた
交差中和試験の結果、JP- Ⅱの野外株は同一グループ

のワクチン株免疫血清と反応性が高い傾向が認められ
たが、異なる遺伝子グループ間でも反応性が高いもの
や、同一のグループ内でも株により反応性が異なる場
合が認められ、今回分類した遺伝子グループと血清学
的性状は必ずしも関連性が認められなかった。今回の
遺伝子解析部位以外の領域も中和反応に関与する可能
性があることから S蛋白の他の部位についても解析
する必要があると考える。

（第 141 回日本獣医学会）

豚繁殖・呼吸障害症候群生ワクチン接種豚における
豚コレラ生ワクチンの抗体応答への影響

○関口秀人、野田紗知子、小佐々隆志、青木博史現1、中村成幸
（動薬検、 1日本獣医生命科学大学）

豚繁殖･呼吸障害症候群 (PRRS) ウイルスは、マク
ロファージ等において高率に増殖することからその感
染が宿主の免疫系に影響を与えるおそれが示唆されて
いる。また、近年 PRRS 野外ウイルスに感染した豚
では、豚コレラ (CSF) 生ワクチンの有効性が認められ
なくなることが報告されている。そこで PRRS 生ワ
クチンの接種が CSF 生ワクチンの抗体応答にどのよ
うに影響するかを検討した。
1ヶ月齢豚を無接種対照群、PRRS 生ワクチン接種

群 (PRRS 群 )、CSF 生ワクチン接種群 (CSF 群 ) 及び
PRRS ･ CSF 生ワクチン接種群 (PRRS ･ CSF 群 ) に分
け、PRRS ･ CSF 群では PRRS ワクチン接種 2日後に
CSF ワクチンを接種した。PRRS 群及び CSF 群では
それぞれのワクチンを PRRS ･ CSF 群と同時期に接種

した。PRRS ワクチン接種前及び CSF ワクチン接種
後 7日から 28 日まで 7日ごとに採取した血清につい
て PRRS、CSF エライザ抗体価及び CSF 中和抗体価
を測定した。
その結果、PRRSエライザ抗体は、PRRSと PRRS・
CSF両群で同様に上昇した。CSF エライザ抗体は、
PRRS ･ CSF 群の 21 日目の S/P 比が CSF 群に比較
してやや低かったが、28 日目には両群で同様に上昇
した。また、CSF に対する中和抗体は、CSF 及び
PRRS ･ CSF 両群で 14 日目から上昇したが、有意な
差は認められなかった。
以上のことから、PRRS 生ワクチンの接種は、豚に
おけるCSF生ワクチンによる抗CSF抗体の上昇に影
響しないことが示唆された。

（第 141 回　日本獣医学会）

国内の健康家畜が保有するセフェム系薬剤耐性大腸菌の性状

○小島明美、石井良和1、中澤宗生2、鮫島俊哉、
高橋敏雄、原田和記、浅井鉄夫、山口惠三1

（動薬検、 1東邦大・医学部、 2動衛研）

1999 ～ 2002 年の国内の家畜生産段階における薬剤
耐性菌モニタリングにおいて、調査対象菌種である大
腸菌では、セフェム系薬剤耐性株がブロイラーのみか
ら分離された。セフェム系薬剤は動物用医薬品として
第 1～ 3世代の 7成分が承認されているが、鶏への承

認はない。2003 年以降の調査では、少数ではあるが
ブロイラー以外の畜種からもセフェム耐性株が分離さ
れた。そこで、セフェム系薬剤の使用に拠らない耐性
株の出現に関する情報を得るため、近年に分離された
株について、セフェム耐性遺伝子の分布状況と耐性機


